
 

 

天
下
み
ゆ
き
議
員
の

 

  

天
下

 

日
本
共
産
党
宮
城
県
会
議
員
団
を
代
表

提
案
さ
れ
て
い
る
議
案
２
２
件

の
３
件
に
反
対
し
討
論
い
た

 

  

最
初
に
議
第
１
７
５
号
議
案

一
般
会
計
補
正
予
算
に
は
航
空
貨
物
路
線
就
航
支
援
費

５
６
０
０
万
円
が
計
上

仙
台
空
港
の
貨
物
便
の
誘
致
と
定
着
化

を
図

仙
台
空
港
国
際
化
利
用
促
進
協
議
会
を
通
じ
て
航
空
会
社
に
対

国
際

貨
物
定
期
便
の
初
期
経
費
等
へ
の
財
政
支
援
を
行

 

 

旅
客
に
続

貨
物
路
線
就
航
に
県
が
税
金
を
投
入
し
て
支
援

官
の

関
与
を
排
除
し
て
民
の
自
由
な
発
想
や
蓄
積
を
生

言

全
国
初
の
空
港
民

営
化
に
踏
み
切

理
由
に
反

政
策
に
一
貫
性

コ

ロ
ナ
禍
の
も
と
で
困

多
く
の
県
民
や
事
業
者
を
救
う
施
策
こ
そ
最
優
先
に
す

民
営
化
し
た
空
港
事
業
を
支
援
す
る
補
正
予
算
に
賛
成

 

  

次

議
第
１
９
４
号
議
案
・
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
決
算
認
定

議
案
・
公
営
企
業
会
計
の
決
算
認
定

 

 

２
０
２
０
年
度
は
何
よ
り
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
か
ら
県
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守

る
た
め
の
取
り
組
み
が
大
き
な
焦
点

私
ど
も
は
昨
年
の
３

３
回
の
要
望
書
を
知
事
に
提
出

そ
の
核
心

抜
本
的
で
大
規
模
な
検

査
体
制
の

へ
の
減
収
補

休
業
や
時
短
要
請
業
者
及
び
関
連
事
業

者
等
へ
の
充
分
な
補
償

県
が
財
政
面
を
含

思
い
切

イ

ニ
シ
ア
チ
ブ
を
発
揮
す
る
こ
と
を
求

 

 

決
算
審
査
で
明

宮
城
県
の
コ
ロ
ナ
対
策
の
決
算

額
１
２
４
２
億
円

一
般
財
源
は
わ
ず
か

％
に
過

県
独
自
の
支
援
事
業
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
と
い
う
実
態

 

保
健
所
や
医
療
機
関

迫
す
る
中

保
健
・
医
療
の
重
要

性
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た

宮
城
県

コ
ロ
ナ
以
前
の
施
策
を
転
換
す
る
こ
と
な

に
も
と
づ
く
病
床
削
減

栗
原
及
び
登
米
保
健
所
の
支
所
化

逆
行
す
る
施
策
を
推
進

コ
ロ
ナ
禍
で
保
健
所
の
超
過
勤

務
は
月
１
７
０
時
間
を
超
え
る
な
ど
異
常
に
増
大

各
保
健
所
の
人
員
の
拡
充
が
喫
緊

の
課
題

 



 

 

そ
し
て
昨
年
８
月
に

の
連
携
・
統
合
の
検
討
が
発
表

県
民
は
驚

各
地
で
現
地
存
続
を
求
め
る
運
動
が
広

更
に
今
議
会
で
は

病
院
職

員
や
患
者
・
地
域
住
民
な
ど
当
事
者
や

当
該
自
治
体
で
あ
る
仙
台
市
を
無
視

地

域
医
療
を
壊

を
い
き
な
り
打
ち
出
し
た
知
事
の
独
断
専
行

ぶ
り
に

広
く
批
判
の
声

 

 

の
も
と
で
の
保
健
・
医
療
の
切
り
捨
て
を
止

コ
ロ
ナ
対
策

に
文
字
通
り
集
中

県
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
に
全
力
を
尽
く
す
こ
と
が
必
要

 

  

コ
ロ
ナ
対
策
の
不
充
分
さ
を
指
摘
し
た
上

各
種
決
算
に
対
す
る
主
な
反
対

理
由
を
述

 

 

第
一

県
民
・
被
災
者
の
要
求
に
正
面
か
ら
応
え
る
姿
勢
に
欠

 

 

東
日
本
大
震
災
か
ら
１
０
年
目
を
迎

在
宅
被
災
者
と
呼

各
種

支
援
制
度
の
外
に
置
か
れ
た
方
々
へ
の
手
厚
い

が
依
然

被
災
者
の
要
求
を
把
握
し
支
援
す
る
た
め
の
災
害

市
町
村

が
や

国
の
制
度
設
計
を
期
待

県
と
し
て
具
体
化

す
る
姿
勢

災
害
公
営
住
宅
の
家
賃
減
免

も
市

町
村
と
の
情
報
交
換

住
宅
再
建
へ
の
独
自
支
援
策
を
持
と
う
と
し
な
い
全

国
的
に
も
数
少
な
い
県

被
災
者

を
２
０
年
度

で
打
ち
切

問
題

被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
の
加
算
支
援
金
に
つ

受
給
資
格
の
あ
る
３
５
０
２
世
帯
が
残
さ
れ
た
ま
ま
受
付
を
終
了
し
た
こ
と
は

被
災
者
に
最
後
ま
で
寄
り
添
う
姿
勢
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す

 

 

宮
城
県
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
水
産
業
の
現
状
は
極
め
て
深
刻

東
北
の
各
県

別
食
料
自
給
率
を
見

直
近
の
確
定
値
で
あ
る
２
０
１
７
年
度

生
産
額

で
９
１
％
で
あ
り
東
北
最
低

新
規
就
農
者
の
推

移
で
も
２
０
年
度
の
宮
城
県
の
新
規
就
農
者
数
は
１
７
４
人

以
前
か
ら
東
北

最
低
で

今
日
の
米
価
の
大
幅
暴
落

農
林
水
産
業
へ
の
抜
本
的
な
予
算
の

拡
充
と
支
援
が
ま
す
ま
す
重
要

 

  

第
二

大
企
業
を
応
援
す
れ
ば
や
が
て
県
民
に
も
富
が
し
た
た
り
落
ち
る
と
い
う
新

自
由
主
義

の

名

優
先
の
県
政
運
営
が
行

 

 

そ
の
典
型
の
一

広
域
防
災
拠
点
事
業

Ｊ
Ｒ
貨
物
へ
の
補
償
費
が
膨
ら
ん



 

 

だ

は
２
９
５
億
円
か
ら
３
２
４
億
４
千
万
円
に
膨
れ
上

決
算
年
度

に
は
貨
物
駅
移
転
時
期
が
更
に
２
０
２
５
年
度
ま
た
は
２
６
年
度
に
ず
れ
込
む
こ
と
が

明

宮
城
野
原
の
本
格
着
工
は
２
７
年
頃

供
用
開
始
が

一
体
い
つ
に
な
る
か
も

震
災
前
に
予
定
し
て
い
た
利
府
の

少
な
い
予
算

大
災
害
が
い
つ

起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
状
況

危
機
管
理
に
欠
け
た
無
駄

遣
い
で
あ
り

失
策

と
言
わ
ざ
る
を
得

 

 

仙
台
空
港
２
４
時
間
化

の
覚
書
締
結
が
強
行
さ
れ
ま
し
た

こ
れ
は
コ
ロ

ナ
禍
で
航
空
需
要
が
激
減
し
て
緊
急
性
や
必
要
性

仙
台
空
港
の

ポ
イ
ン
ト
を
上
げ
る
こ
と
を
目
的
に
行

し
か
も
首
長
判
断
で
の
覚
書

名
取
・
岩
沼
両
市

議
会
で
議
決

市
民
的
合
意

を
得

住
宅
密
集
地
で
深
夜
便
を
飛
行

人
権
無
視
の
や
り
方
で
あ
り
許

 

  

第
三
に
福
祉
・
教
育
の
施
策
が
遅

 

 

い
ま
国
も
認

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
少
人
数
学
級
へ
の
歩
み
は
喫
緊
の
課

題

宮
城
県
は
少
人
数
学
級
に
踏
み
出
す
意
欲
も
姿
勢
も
み
ら
れ
ま

部
活
動
手
当
の
削
減
を
や
め
て
戻
し
て
ほ
し
い

と
い
う
教
職
員
か
ら
強
く
出

さ
れ
て
い
る
要
望

少
人
数
学
級
を
進
め
て
い
る
仙

台
市
と
の
県
内
格
差
を
考

早
急
に
前
向
き
に
解
決
す
べ
き
課
題

 

 

２
０
２
０
年
度
の
私
立
高
校
経
常
費
助
成
の
１
人
当
た
り
単
価
を
比
較

宮
城

県
は
３
４
万
１
２
７
２
円

東
北
最
低
で

東
北1

位
の
山
形
県
よ
り
３
万
４
５
０

５
円
低

全
国
平
均
を
１
万
２
５
２
９
円
下
回

私
学
助
成

う
の
支
援
が
必
要

 

 

宮
城
県
の
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

窓
口
で
医
療
費
を
一
度
支
払

カ

月
後
に
戻
る
償
還
払
い
方
式

２
０
２
０
年
４
月
時
点
で
既
に
３
９
都
道
府
県
が
窓

口
無
料
の
現
物
給
付
を
導
入

宮
城
県
は
障
害
者
の
皆
さ
ん
の
強
い
願
い

に
背
を
向

 

 

と
社
会
保
障
の
シ
ス
テ
ム
を
つ
な
ぐ

構
築
が
拡

大

２
０
２
０
年
度
は

の
個
人
情
報
漏
洩
が
全
国
で
２
０
７

件
に
上

個
人
情
報
保
護
の
観
点

の
利
用
事
務
の
拡
大

は
賛
成

 

 



 

 

 
第
四

県
民
世
論
と
か
い
離
し

ね
じ
れ
た
施
策

 

 
そ
の
最
た
る
も
の
の
一

女
川
原
発
再
稼
働
を
め
ぐ
る
問
題

昨
年
の
９
月

議
会
で
再
稼
働
推
進
の
請
願
が
可
決
さ
れ
た
こ
と
を
受

知
事
は
十
一
月
に
再
稼
働
へ

の
同
意
表
明

十
月
に
行
わ
れ
た
地
元
紙
の

再
稼
働
に

が
県
民
投
票
を
行
う
べ
き
と
こ
た
え
て

今
年
地

元
紙
が
行

県
内
有
権
者
へ
の
世
論
調
査

地
元
同
意

支
持

調
査
を
見
て
も
知
事
が
行

同

意
判
断
へ
の
県
民
の
合
意
は
得

 

  

も
う
一

決
算
年
度

運
営
権
者
の

選
定
手
続
き
が
進

 

が
応
募

半
年

現
場
確
認

な
ど
を
企

業
局
と
の
間
で
繰
り
返
し
行
い
ま
し
た

主
権
者
で
あ
る
県
民
に
対
す
る
説
明
会

九
月
に
仙
台
で1

回
実
施
し
た
だ
け
で

県
民
へ
の
説
明
が
不
十
分

知
的

財
産
権
使
用
料
を
二
〇
年
の
契
約
期
間
以
降
も
払
い
続
け
る
な
ど
の
実
施
契
約
書
の
大

幅
変
更

二
次
審
査
直
前
に
行

県
民
か
ら
大
き
な
批
判
を
浴
び
ま
し

 年
度
末

な
ど
が
参
加
す
る

が
優
先
交
渉
権
者
に
選
定

親
会
社
の

フ
ラ
ン
ス
に

本
社
を
置
く
世
界
最
大
規
模
の
水

世
界
各
地
で
水
道
民
営
化
を
推
し
進
め

料
金
高
騰
や
水
質
悪
化
な
ど
が
問
題

再
公
営
化
の
流
れ
が
広

 

Ｐ
Ｆ
Ｉ
検
討
委
員
会
の
選
定
経
過

決
定
さ
れ
る
ま
で
県
民
に
も
議
会
に
も

全
く
秘
密
裡
で
進
め
ら
れ
た
こ
と
も
問
題

 

運
営
権
者
の
構
成
員
で
あ
り
Ｓ
Ｐ
Ｃ
や
Ｏ
Ｍ
会
社
の
株
主
で
あ
る
コ
ン
サ
ル
会
社
・
日

水
コ
ン

市
町
村
水
道

広
域
化
推
進

策
定
調
査
検
討
業
務
や
市
町
村
下

水
道

を
請
け
負

大
き
な
問

題

水
道
事
業
の

市
町
村
の
水
道
や
下
水
道
事
業

と
一
体
で
進

ダ
ム
か
ら
各
家
庭
の

ト
イ
レ

仕
事
を

オ
リ
ア

で
き
る
し
く
み
が
作

 

公
の
仕
事

特
定
の
企
業

が
独
占
的
に
利
益
を
あ
げ
る
こ
と
は
許

と
い
う
民
営
化

特
定
企
業

特

に
反
対

 



 

 

  
第
五

公
正
で
透
明
な
県
政
運
営
の
要
で
あ
る
情
報
公
開
が
極
め
て
不
充
分
で
あ
る

 

 

決
算
年
度
に
私
ど
も
は

い
ま
大
問
題

丸
森
町
耕
野
に
お
け
る
太
陽
光

発
電
設
置
の
た
め
の
林
地
開
発

申
請
書
類
の
開
示
を
求

全
面
非
開
示
と
な
り

ど
う
い
う
開
発
事
業
者
が
ど
う
い
う
開
発
計
画
を
持

森
林
何

を
伐
採
す
る
計
画

県
政
運
営
に
か
か
る
基
本
情
報

県
民
に
知
ら
せ
る
べ
き
必
要
最
小
限
の
情
報

国
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
認
定
を
受
け
た

事
業

事
業
者
名
や
発
電
規
模
な
ど
す
で
に
公
開
さ
れ
て
い
る
情
報

県
が
事

業
者
名
な
ど
隠
す
理
由

県
民
の
知
る
権
利
を
否
定

何
一
つ
情
報
を
出
さ
な
い
や
り
方

極
め
て
異
常

情
報
公
開
条
例
の
趣
旨
に

も
反

 

 

３
病
院
の
連
携
・
統
合
問
題
の
検
討
過
程
も
当
事
者
不
在

情
報
が
隠
さ

県
民
に
開
か
れ
た
県
政
へ
の
転
換
を
強
く
求

 

  

以
上
の
理
由

議
第
１
９
４
号

１
９
５
号
議
案
の
一
般
会
計
及
び
公
営
企
業
会

計
の
決
算
認
定
は
承
認

 

  

新
型
コ
ロ
ナ

の

こ
れ
ら
全
て
は
県
民
の
命
に
係
わ
る
重
大
問

題

命
を
何
よ
り
も
大
切
に
す
る
県
政
へ
の
転
換
を
求

討
論

 

ご

 


